論 文 投 稿 用 紙

提出日：平成　　年　　月　　日

	講演番号
講演種別
	講演番号：K○○○-○○，　発表日：平成○年○月○日
□一般講演，□フレッシュマン講演，□研究会講演（○○○研究会）
※発表した講演種別の□を■に変えて下さい。

	著 者 名

会員種別

会員番号
	① ﾌﾘｶﾞﾅ：
	② ﾌﾘｶﾞﾅ：

	
	氏　名：
	氏　名：

	
	会員種別：
	会員種別：

	
	会員番号：
	会員番号：

	
	③ ﾌﾘｶﾞﾅ：
	④ ﾌﾘｶﾞﾅ：

	
	　氏　名：
	　氏　名：

	
	会員種別：
	会員種別：

	
	会員番号：
	会員番号：

	連　絡　先
	（〒        ）

住　所　
氏　名　

	
	電　話　
	FAX　

	
	E-mail：

	
	※学生会員の方は、必ず指導教員の方のE-mailもご記入下さい。
E-mail：

	論 文

題 目
	和文：

	
	英文：

	審査分野

論文内容に近い分野の□を■に変えて下さい。（最大2つ）
また、（　）内で特に関係する用語の前に○印を付けて下さい。
	□ 航路・航海援助施設（航法一般，水路図誌，航行援助施設，航路選定）
□ 電波航法・通信（電波航法，衛星航法，通信）
□ 航海計器・計測（航法計器，リモートセンシング）
□ 交通（交通管制，交通容量，衝突回避，海上交通工学）
□ 法規（航海法規，国際条約，国際標準化，立法政策）
□ 操船・推進（錨泊，操縦性，耐航性，操船シミュレータ，推進性能）
□ 港湾・係留（係留，港湾施設）
□ 造船・海洋工学（造船，艤装，保守・整備，海洋工学）
□ 事故（海難，海難救助，救命，事故解析）
□ 物流・海運（貨物輸送，貨物保管，複合一貫輸送，海運政策）
□ 航海・地球環境（気象，海象，地球科学，海洋汚染）
□ 労働・人間工学（労働環境，人間工学，認知心理学）
□ 水産（漁船，漁労，漁業，養殖設備）
□ 航空・宇宙（航空，航空電子，宇宙）
□ 教育・訓練（教育・訓練，船員政策）
□ 情報処理（人工知能，情報処理，計算機応用，情報支援）


※審査の参考としますので、下記の欄もご記入下さい。
	有効性：内容が学術や産業の発展にどのように役立つものであるか記述して下さい。

	

	新規性：主要な内容のどこがどのように新しいのか記述して下さい。

	


※論文原稿に記載されている題目と著者名（順番も含む）が同じであることを確認して下さい。

